
１．家族で話し合って「うちどくの日」を決めよう。 
２.我が家の家読スタイルを話し合って決めよう。 

３．家族で話し合って読む本を決めよう。 
４．ノーテレビ・ノーゲームで家読をしよう。 

５．年齢に合ったスキンシップをとりながら家読をしよう。 
６．我が家の家読の記録を残そう。 

７．家族の読書体験を語ろう。 
８．家庭文庫を作ろう。 

９．図書館に行こうデーをつくろう。 
１０．家読の輪を広げよう。 

                 
 

保護者の皆様へ 
山梨県立図書館 
館長 阿刀田 高 監修 

 

 

山梨県教育委員会  
「家読100選」選定委員会 

うちどく．comより  



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①ぼくがあかちゃんだったとき 
②浜田桂子／作・絵  

③教育画劇 2000年 

④子どもの赤ちゃん時代は家族みん 
 なの宝物。「あなたが赤ちゃんだっ 
 た時はね･･･。」おしゃべりしま 
 しょう。 

←よんだら、すきないろで ぬってね！ 

ごめんねともだち 
内田麟太郎／作  
降矢なな／絵  

偕成社 2001年 

「ごめんね」ってなかなか言
えないよね。でも、思わず涙
が出てしまうような温かい気
持ちが味わえます。 

おこだでませんように 
くすのきしげのり／作 
石井聖岳／絵 
小学館 2008年 

いつもおこられてばかり
のぼく。七夕様、ぼくの
願いはね…。子どもの心
がぐんぐんと迫ってきま
す。 

 エルマーのぼうけん 
ﾙｰｽ･ｽﾀｲﾙｽ･ｶﾞﾈｯﾄ／作 
ﾙｰｽ･ｸﾘｽﾏﾝ･ｶﾞﾈｯﾄ／絵 
わたなべしげお／訳  
福音館書店 1963年 

知恵を働かせて難題を解
決していくエルマーの冒
険に家族みんながわくわ
く！さあ、次は何が起こ
るの？ 

 

かにむかし 
木下順二／作 清水崑／絵 

岩波書店 1959年 

「知ってる知ってる、この
話。」サルとカニとハチと
石うすと…。昔話は、家族
みんなで楽しみたいですね。 
 

 

 せかいでいちばん 
     つよい国 
ﾃﾞﾋﾞｯﾄ･ﾏｯｷｰ／作 
なかがわちひろ／絵 
光村教育図書 2005年 

深いテーマですが、とても
可愛く美しい絵を味わいな
がら、本当の強さについて
家族で考えてみませんか。 
 
 

 

ﾐﾘー ･ﾓﾘー ･ﾏﾝﾃ゙ｰの 
       おはなし 
ｼﾞｮｲｽ･L･ﾌﾟﾘｽﾘｰ／作 
菊地恭子／絵 上條由美子／訳 

福音館書店 1991年 

イギリスの古きよき時代の家
族の絆。「小さな私だって家
族の一員よ！」とはりきる姿
は、今も一緒ですよね。 

 あたしもびょうきに 
     なりたいな！ 

ﾌﾗﾝﾂ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ／作 
ｱﾘｷ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ／絵 
ふくもとゆみこ／訳 

偕成社 1983年 

わかるな、この気持ち…。や
きもちを焼いたり、うらやま
しいと思ったり。家族で気持
ちをシェアしましょう。 

 

王さまと九人の 
     きょうだい 

赤羽末吉／絵 
君島久子／訳 

岩波書店 1969年 

９人の兄弟の特徴を家族み
んなで推理しながら読むと
楽しさがふくらみます。 
 

 

じゅげむ 
川端誠／作・絵 

クレヨンハウス 1998年 

「寿限無寿限無…」とリズ
ミカルな文章を声に出して
楽しんで！一番先に覚え
ちゃうのはだれ？ 

 
これはのみのぴこ 
谷川俊太郎／作 
和田誠／絵 
サンリード 1979年 
子どもたちは言葉遊びが
大好き。一緒に声に出し
て読みましょう。言葉遊
びの魅力をたっぷりと味
わえます。 

 



しげちゃん 
室井滋／作 長谷川義史／絵 

金の星社 2011年 
たった一つのわたしの名
前。名前にどんな願いが
込められているのか家族
でおしゃべりしてみませ
んか。 

 

海べのあさ ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｯｸﾛｽｷｰ／作・絵 石井桃子／訳 1978 岩波書店 

えらいぞサーブ！主人をたすけた盲導犬 手島悠介／文 徳田秀雄／絵 2000 講談社 

つながっている！「いのちのまつり」 草場一壽／作 平安座資座／絵 2007 サンマーク出版 

びゅんびゅんごまがまわったら 宮川ひろ／作 林明子／絵 1982 童心社 

いじわるブッチー ﾊ゙ ﾊー゙ ﾗ･ﾎ゙ ｯﾄﾅー／作 ﾍ゙ ｷ゙ ･ーﾗｽﾏﾝ／絵 ひがしはるみ／訳 1994 徳間書店 

いのちのあさがお あやのまもる／作 松本恭子／画 だんごまみこ／監修 2001 ハート出版 

かえるをのんだととさん 日野十成／再話 齊藤隆夫／絵 2008 福音館書店 

あしたのてんきは はれ？くもり？あめ？ 野坂勇作／文・絵 根本順吉／監修 1997 福音館書店 

むし歯のもんだい 北川原健／作 柳生弦一郎／絵 1997 福音館書店 

となりのせきのますだくん 武田美穂／作・絵 1991 ポプラ社 

やまんばのにしき 松谷みよ子／文 瀬川康男／絵 1967 ポプラ社 

 

  

てのひらかいじゅう 
松橋利光／写真・文 

そうえん社  2008年 
庭にいる怪獣みたいな生き
物、絵本を片手にじっくり
観察したり、比べたり、家
族で楽しみましょう。 

 
てんぷらぴりぴり 
まどみちお／作 
杉田豊／絵 
大日本図書 1968年 
子どもと一緒に朗読する
と、身近なものが、不思
議と輝きはじめ、流れる
ようなリズムになります
よ。 

 

ふゆめ 
  がっしょうだん 
長新太／文  
冨成忠夫・茂木透／写真  
福音館書店 1990年 
冬芽の個性的な表情一つひ
とつと、ぴったりの言葉を
一緒に楽しんだ後は、さっ
そく外に出かけましょう。 

 

となりのしげちゃん 
星川ひろ子／写真・文 

小学館 1999年 

ダウン症のしげきくんとお
友だちのあらたちゃん。二
人の成長を私たちも見つめ
ませんか。 
 

 

よもぎだんご 
さとうわきこ／作・絵 
福音館書店 1989年 

みんなで読んだ後は、春
の野原に出かけて、ばば
ばあちゃんと一緒にだん
ごづくりに挑戦しましょ
う！ 

 

めっきらもっきら 
どおんどん 

長谷川摂子／作  
降矢なな／画  

福音館書店 1990年 
主人公「かんた」が唱える 
不思議な呪文。あれあれ？ 
日本の妖怪を思わせる登場 
人物たちと一緒に遊びま
しょう。 

 

トビウオのぼうやは 
びょうきです 
いぬいとみこ／作 津田櫓冬／絵  

金の星社 1982年 

絵本から伝わる悲しさ、怖さ、
不安そして優しさは、親子共
にいる空間の尊さを感じさせ
てくれます。 

 



 

「うどんのうーやん」 
（岡田よしたか／さく ブロンズ新社） 

 
 子どもたちに本を読むこと 
の楽しさを味わってもらいたい 
１冊です。表現力や想像力が 
身に付くような楽しい絵本です。 

  

 「おまえうまそうだな」 
（宮西達也／作・絵 ポプラ社） 
 
親から子への愛、子から親への愛、
友情、全てがギュッと詰まった作品で
す。 

  

「わにわにのおふろ」 
（小風さち／さく 山口マオ／え 
              福音館） 
 
 一人じゃできないことも、みんなで協力すれば 
     できることもあることを学んで欲しい。 

  

 「まくらのせんにん 
   ～そこのあなたの巻～」 
（かがくいひろし／作・絵 佼成出版社） 

 
よくある仕掛け絵本のように、ページから何か
飛び出してくるわけではないけれど、絵本を 
      ひっくり返すという発想で、まるで 
      遊んでいるかのような楽しい時間 
      が過ごせます。  
  

「きつねのでんわボックス」 
（戸田和代／作 たかすかずみ／絵  
            金の星社) 
  
 母親の愛を知って欲しいです。 
 家族の大切さを学んで欲しいです。 

  

http://www.pref.yamanashi.jp/shakaikyo/shinakoko/uchchidokupanfureto.html 

子どもたちに、また、ご家族で読んでほしい本として
ご紹介のあった作品の中から、 

５作品を紹介させていただきます。 
（紹介文は県民の方が考えてくださいました。） 


